
  
は
じ
め
に

　

桃
原
は
宮
城
島
の
南
西
に
位
置
し
、
水
路

を
隔
て
て
平
安
座
島
北
側
と
相
対
す
る
。
集

落
の
後
方
は
、
上
原
の
高
台
を
ひ
か
え
て
よ

い
腰
当
（
ク
サ
テ
ィ
）
と
な
り
、
冬
は
金
武

湾
か
ら
の
北
風
を
防
ぎ
、
夏
は
太
平
洋
か
ら

の
涼
風
が
吹
く
自
然
条
件
に
恵
ま
れ
た
位
置

に
あ
る
。

　

こ
の
地
に
平
安
座
島
を
は
じ
め
、
浜
比
嘉

島
、
首
里
な
ど
か
ら
人
々
が
移
り
住
み
、
当

初
は
上
原
の
一
部
と
し
て
屋
取
が
形
成
さ

れ
、
大
正
５
年
に
上
原
か
ら
行
政
区
と
し
て

分
離
し
た
。
桃
原
は
漁
業
も
盛
ん
で
あ
っ
た

が
耕
地
が
狭
い
た
め
、
人
々
は
長
い
年
月
を

か
け
て
農
地
の
拡
張
に
努
力
し
て
き
た
。
そ

の
造
成
法
は
「
フ
チ
カ
チ
」
と
呼
ば
れ
、
海

岸
に
木
竹
を
た
て
て
組
み
、
大
雨
で
後
方
の

傾
斜
地
か
ら
流
れ
て
く
る
土
砂
を
食
い
止
め

て
土
地
を
広
げ
て
い
っ
た
。
フ
チ
カ
チ
の
フ

チ
は
、
方
言
で
「
ヤ
ー
フ
チ
ュ
ン
（
家
を
建

て
る
）」
の
フ

チ
と
考
え
ら

れ
る
が
海
岸

の
淵
（
端
）

と
も
解
さ
れ

る
。カ
チ
は
木

竹
で
組
ま
れ

た
垣
根
の
こ

と
で
あ
る
。
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箇
段
は
当
原
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
堂
原
・

道
原
と
書
い
て
「
ト
ー
バ
ル
」「
ド
ー
バ
ル
」

と
呼
ぶ
と
き
も
あ
る
。
た
だ
「
ド
ー
バ
ル
」

の
と
き
は
意
味
が
違
う
場
合
が
あ
る
。
地
名

研
究
家
の
久く

で

け

ん

手
堅
憲の

り
お夫
氏
は
「〈
上
り
口
説
〉

に
出
て
く
る
大
道
松
原
や
北
谷
町
砂
辺
の
大

道
原
は
〈
弓
な
り
に
撓た

わ

ん
だ
地
形
の
土
地
〉」

と
し
て
い
る
。

　

ト
ゥ
（
ー
）
原
の
意
味

　

ト
ゥ
（
ー
）
原
と
は
、
平
坦
地
の
こ
と
で

方
言
で
は
平
坦
に
な
ら
す
こ
と
を
「
ト
ー

ミ
ー
ン
」
と
か
「
ト
ー
ナ
ス
ン
」
と
い
う
。

狭
小
で
平
野
の
少
な
い
沖
縄
だ
が
農
業
や
生

活
に
便
利
な
平
坦
な
と
こ
ろ
が「
ト
ゥ（
ー
）」

と
呼
称
さ
れ
地
名
と
し
て
の
数
も
多
く
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
桃
原
も
平
坦
地
に
あ
る

こ
と
か
ら
「
ト
ウ
バ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
『
沖
縄
風
土
記
全
集
』（
国
頭
村
編
）
は
、

国
頭
村
の
桃
原
に
つ
い
て
「
他
の
大
方
の
部

落
に
は
山
は
つ
き
も
の
だ
が
、
こ
の
部
落
は
、

周
囲
が
平
地
で
、
山
の
か
げ
は
一
つ
も
な
い
」

と
、
ト
ウ
バ
ル
地
名
の
特
徴
を
記
述
し
て
い

る
。
ト
ウ
原
は
、
そ
の
平
坦
な
地
で
あ
る
こ

と
か
ら
上
り
下
り
の
人
生
の
綾
に
例
え
ら
れ

て
多
く
の
琉
歌
に
詠
わ
れ
た
。

「
若
さ
ひ
と
時
の
通
い
路
の
空
や　

闇
の
さ

く
ひ
ら
も
車
た
う
原
」（
早
作
田
節
）

（
若
い
こ
ろ
の
恋
人
の
も
と
に
通
う
路
は
、

闇
夜
の
谷
や
坂
で
あ
っ
て
も
平
坦
な
路
と
同

じ
よ
う
な
も
の
で
何
の
苦
に
も
な
ら
な
い
）

  

平
宮
の
誕
生

　

か
つ
て
桃
原
か
ら
屋
慶
名
に
渡
る
に
は
、

桃
原
港
か
ら
定
期
船
、
あ
る
い
は
干
潮
時
に

徒
歩
で
平
安
座
に
渡
り
、
そ
こ
か
ら
ま
た
船

を
利
用
し
た
り
、
徒
歩
で
渡
る
と
い
う
交
通

の
不
便
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
１
９
７
１
年

に
本
島
と
平
安
座
を
結
ぶ
海
中
道
路
が
完
成

し
、
１
９
７
５
年
に
は
Ｃ
Ｔ
Ｓ
（
石
油
備
蓄

基
地
）
建
設
の
た
め
、
平
安
座
島
と
宮
城
島

間
の
海
岸
が
埋
め
た
て
ら
れ
「
平
宮
」
が
誕

生
し
た
。

　

平
宮
は
平
安
座
島
の
「
平
」
と
宮
城
島
の

「
宮
」
の
字
か
ら
つ
け
ら
れ
た
地
名
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
今
で
は
、
海
中
道
路
か
ら
平

安
座
、
平
宮
、
そ
こ
か
ら
水
路
に
架
け
ら
れ

た
橋
を
渡
る
と
桃
原
と
な
り
、
平
宮
の
誕
生

に
よ
っ
て
、
交
通
の
不
便
さ
が
解
消
さ
れ
た
。

  

多
い
ト
ゥ
（
ー
）
原
地
名

　

桃
原
地
名
は
、
以
前
に
は
県
内
で
字
名
だ

け
で
も
十
指
余
を
数
え
た
（『
角
川
日
本
地

名
大
辞
典
』：
沖
縄
県
）、『
沖
縄
地
名
総
集
』

（
大お

お
し
ろ城
盛せ

い
こ
う光
編
著
）
か
ら
桃
原
・
当
原
・
堂
原
・

當
原
な
ど
、
ト
ー
原
系
の
地
名
を
拾
い
上
げ

る
と
１
６
０
余
り
を
こ
え
、
し
か
も
国
頭
村

か
ら
周
囲
の
島
々
や
宮
古
島
・
石
垣
島
・
与

那
国
島
ま
で
全
県
的
に
広
く
分
布
し
て
い
る
。

　

ト
ー
原
の
ト
ー
は
、
一
般
的
に
「
桃
」
や

「
当
」
が
あ
て
ら
れ
、
本
市
内
に
は
、
字
名
の

桃
原
を
は
じ
め
、
小
字
と
し
て
津
堅
・
浜
・

平
安
座
・
東
恩
納
に
桃
原
地
名
が
あ
り
、
兼

  

潟が
た

・
阿あ

ぎ

ち

ゃ

ば

る

下
茶
原

　

先
述
の
フ
チ
カ
チ
に
よ
っ
て
干
拓
さ
れ
た

土
地
（
仕し

あ

け

ち

明
地
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
干
拓
者

の
名
前
を
と
っ
て
「
・
・
・
潟
」
な
ど
と
呼

ば
れ
た
。

　

潟
と
は
、
広
辞
林
（
三
省
堂
）
に
よ
れ
ば

「
q
潟せ

き
こ湖
、
w
遠
浅
の
海
で
満
潮
に
隠
れ
干

潮
に
現
わ
れ
る
所
。
ひ
が
た
。」な
ど
と
あ
る
。

潟
は
日
常
の
生
活
圏
に
あ
り
、
昔
か
ら
人
々

と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
き
た
。
海
に
囲
ま

れ
沖
縄
で
は
今
話
題
の
泡
瀬
干
潟
を
は
じ
め

多
く
の
潟
が
あ
り
、
地
域
に
よ
っ
て
は
単
に

潟
原
と
か
潟
と
い
っ
て
い
る
。

　

桃
原
に
は
ウ
ブ
ガ
ー
と
呼
ば
れ
る
共
同
井

戸
が
あ
っ
た
が
、
湧
水
に
乏
し
く
、
戦
後
し

ば
ら
く
し
て
集
落
北
の
金
武
湾
側
の
崖
下
の

阿
下
茶
原
に
あ
る
水
源
地
か
ら
簡
易
水
道
が

敷
設
さ
れ
、
１
９
７
６
年
４
月
に
本
島
と
同

じ
よ
う
に
給
水
さ
れ
る
ま
で
、
集
落
の
重
要

な
水
資
源
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。

　

こ
の
「
ア
ギ
チ
ャ
」
の
ア
ギ
は
、「
陸
・
崖
」

を
意
味
し
、
チ
ャ
は
下
が
転
訛
し
た
も
の
で

阿
下
茶
原
は
「
崖
の
下
の
と
こ
ろ
」
と
い
う

意
味
に
な
る
。

　

北
部
の
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
知
ら
れ
る

「
カ
ヌ
チ
ャ
」
は
外
来
語
の
感
を
受
け
る
が
、

そ
の
語
源
は
「
川
の
下
」
で
あ
る
。「
カ
ワ

ノ
シ
タ
」
→
「
カ
ー
ヌ
シ
タ
」
→
「
カ
ヌ
シ
タ
」

→
「
カ
ヌ
シ
チ
ャ
」
→
「
カ
ヌ
チ
ャ
」
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。


